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理工学部

建築学科



教授

崔 琥
C H O I  H o

 学歴  韓国成均館大学 工学部 建築工学科 卒業（1994）

韓国成均館大学大学院 建築構造専攻 修士課程 修了（1999）

東京大学大学院 工学系研究科 建築学専攻 博士課程 修了（2006）

 学位  博士（工学）（東京大学）

 略歴  韓国科学財団 Intern研究員（1999）

日本学術振興会（JSPS） 外国人特別研究員（2006）

東京大学 生産技術研究所 助教（2008）

静岡理工科大学 理工学部 准教授（2018）

静岡理工科大学 理工学部 教授（2022～）

 学会  日本建築学会／日本コンクリート工学会／日本地震工学会

 専門  建築構造実験／建築物の地震応答解析／地震被害調査／微動計測

 研究  鉄筋コンクリート造建築物の耐震性能評価手法に関する研究／津波避難ビルの構造設計に関する

研究／組積造建築物の耐震性能評価に関する研究／地震被害を受けた建物の応答評価手法の

開発に関する研究

 URL https://researchmap.jp/choiho

防災構造工学研究室

 研究概要  建築構造物の耐震および耐津波性能評価

建築構造物の部材から構造物全体を対象に、実験

的および解析的手法により、地震や津波による構造

物の損傷メカニズムを検討し、建築構造物の耐震お

よび耐津波性能向上に資する研究成果を発信して

いる。
●部材：せん断破壊した鉄筋コンクリート造柱の残

存軸耐力評価に関する研究など（画像左）
●架構：RC架構に内蔵された組積造壁の面外挙動評価など（画像中）
●構造物：津波漂流物衝突時の衝撃外力が作用する建築物の応答評価など（画像右）

 連携可能内容  静岡県は、日本で最も地震や津波に対する防災意識が高いと言われているが、近い将来起こりうる

東海・東南海・南海地震に備え、自治体・建築事務所協会・構造設計事務所などと連携し、公共建

築物の耐震性能の再確認や津波避難ビルの設計・施工・選定などの一連の展開が不可欠であると

強く思っている。

理工学部

建
築
学
科

44



教授 

脇坂 圭一
WA K I S A K A  K e i i c h i

 学歴  東北大学 工学部 資源工学科 卒業（1995）
東北大学 工学部 建築学科 卒業（1997）
東北大学大学院 都市・建築学専攻 博士課程前期 修了（2005）
東北大学大学院 都市・建築学専攻 博士課程後期 修了（2008）

 学位  博士（工学）（東北大学）

 略歴  建築設計事務所 勤務（1997～2005）
オーフス建築大学留学（デンマーク政府奨学金）（2005～2006）
JDSアーキテクツ（コペンハーゲン）所属（2006）
東北工業大学 ライフデザイン学部 兼任講師（2008～2011）
脇坂圭一アーキテクツ設立（ヒュッゲ デザイン ラボに改組）（2008～）
名古屋大学 施設計画推進室（現 施設・環境計画推進室） 准教授（2011～2016）
静岡理工科大学 建築学科設置準備室 教授（2016～2017）
静岡理工科大学 理工学部 教授（2017～）

 学会  日本建築学会／北欧建築・デザイン協会／JIA日本建築家協会

 専門  建築計画（空間認知）／建築意匠（作品論、作家論、北欧近現代建築）／都市計画（キャンパス
計画、施設マネジメント、コミッショニング、防災建築街区、中心市街地活性化）

 研究  建築空間における空間認知に関する研究／施設マネジメント手法としてのコミッショニングに関する
研究／北欧の建築家に関する作品論および作家論／大学キャンパスにおける交流空間に関する
研究／地方都市中心市街地における防災建築街区の更新手法に関する研究

 URL https://researchmap.jp/648121

建築計画・デザイン研究室 

 研究概要  都市・建築におけるアクティビティ・設計プロセス・空間を通した計画論的研究

建築分野では、表層のデザインに目が行きがちだ

が、建物としてつくられる前の条件設定（プログラム、

面積算定）が適切か（過大/過小になりがち）、竣工

後の使われ方は想定通りか（意図通りにならないこ

とが多い）、、、これら建物の建設前後における検証

（POE評価）を通して、新たな方法論の有効性を確

認し、次なるプロジェクトへ実装する、という実践（計

画・デザイン）⇄検証（研究）のサイクルを廻してい

く。住宅から施設、都市の街区スケールまで扱う用

途も規模も幅広く対象とする。実際の建物における人々のアクティビティから、現象を見出したり、建

築家の言説や設計図書を読み解きながら思想を解明したり、計画論として科学的なプロセスを踏

まえながら真理を追究していく。近年は、光・熱・気流シミュレーションを通じた環境デザイン手法の

開発に取り組んでいる。

 連携可能内容  都市・建築の計画に関わる調査・研究／都市・建築の使われ方に関する調査・研究／都市・建築の

温熱・気流・照度のシミュレーションおよび実測に関する調査・研究／その他、都市・建築の建築計

画・意匠・環境デザインに関する調査・研究

静岡の建築防災街区等の位置静岡駅から見た防災建築街区と防火建築帯

えんつりーを対象とした光環境シミュレーション

理工学部
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 研究概要  安全・安心な都市の実現／耐震性に優れたコンクリート系構造物をつくる

現代の都市は鉄筋コンクリートに代表される多くのコンクリート系構造物で構成されている。コンク

リート系構造は居住性、耐震性、耐火性、耐久性、経済性に優れているため、特に学校建築や高層

集合住宅、事務所建築などに多用されている。より安全・安心な都市を実現するためには、今後の

発生が懸念される巨大地震に対しても被害が生じないようなレジリエンスに富む強靭な構造物が

求められており、コンクリート系構造部材の性能を精度よく耐震設計に反映する手法の高度化が

必要となる。また、最近の建築物は超高層化、大スパン化する傾向にあり、コンクリートや鉄筋など

の構造材料の高強度化が進められているとともに、昨今の熟練技能者不足に対応するためのプレ

キャスト工法等の合理化構工法の適用も求められているが、両者に対する精度の高い構造性能評

価法の確立も不可欠である。これらの課題に対応するため、コンクリート系構造物を対象として実

験的・解析的に研究を進めている。

 連携可能内容  上記の技術開発の支援、共同開発や技術指導、構造実験の実施／構造関係技術一般に対する

助言や技術指導

教授 

渡辺 英義
WATA N A B E  H i d e y o s h i

 学歴  東京理科大学 工学部第一部 建築学科 卒業（1990）

東京理科大学大学院 工学研究科 建築学専攻 修士課程 修了（1992）

 学位  博士（工学）（東京理科大学）

 略歴  大成建設株式会社 入社（1992）

静岡理工科大学 理工学部 教授（2024～）

 学会  日本建築学会／日本コンクリート工学会／日本鉄筋継手協会

 専門  建築構造／鉄筋コンクリート構造

 研究  コンクリート系構造の耐震性能評価に関する研究／新材料や高強度材料を用いたコンクリート系

構造部材の実用化研究／プレキャスト工法などの合理化構工法の開発

  

耐震構造研究室
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 研究概要  まちと「建築のかたち」（地域リサーチ）
内部空間と外部空間の関係を作り出す「建築のかたち」（建築意匠）
ウェルビーイングを実現する「建築のかたち」（建築意匠）
地域研究－まちの変容と「建築のかたち」－
まちは常に変容しており、「建築のかたち」はどのように変化し、また変化していくのだろうか。日常の

中にある魅力ある生活の種を見つけ出し、より豊かなまちに変容させていく仕組みを考察し提案

していく。

フェーズフリーなコミュニティハブとなる建築
防災では日常と非日常をつなげていくことが重要である。そのためにはコミュニティハブとなる建築

が必要である。地域毎に持っている防災倉庫を対象に研究を行う。

高齢者のウェルビーイングを実現する建築空間
超高齢化社会を迎える中、高齢者のウェルビーイングを実現するための建築空間について、実空間

を対象に実測調査などを行う。

 連携可能内容  まちのリサーチとアクティビティを生み出す方法を考察し、実践について調査研究していくことが

可能／地産材を利用した高齢者のウェルビーイングを実現する建築空間の研究を行うことが可能／

防災の視点で地域力向上をサポートすることが可能（フェーズフリーなコミュニティハブとなる建築

デザイン）

教授 

長尾 亜子
N A G A O  A k o

 学歴  多摩美術大学 美術学部 建築学科 卒業（1989）

東京科学大学 博士課程 修了（2025）

 学位  博士（東京科学大学）

 略歴  妹島和世建築設計事務所（1989）

長尾亜子アトリエ 主宰（1993）

長尾亜子建築設計事務所 主宰（2000～2020）

岩堀未来+長尾亜子/BASIC DESIGN ARCHITECTS共同代表（2024～）

静岡理工科大学 理工学部 准教授（2018～2024）

静岡理工科大学 理工学部 教授（2025～）

 学会  日本建築学会／東京都建築士会

 専門  建築意匠／空間デザイン

 研究  「建築のかたち」は様々な要因によって作り出されます。ウェルビーイングを実現する建築空間/まち

の変容と「建築のかたち」／フェーズフリーなコミュニティハブとなる建築／防災とコミュニティデザ

イン／遠州遺産プロジェクト

 URL https://researchmap.jp/akonagao

建築意匠研究室

理工学部
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准教授 

石川 春乃
I S H I K AWA  H a r u n o

 学歴  早稲田大学 理工学部 建築学科 卒業（1991）

早稲田大学大学院 理工学研究科 建設工学専攻 建築学専門分野 修士課程 修了（2004）

 学位  修士（工学）（早稲田大学）

 略歴  長野県 入庁（2004）

株式会社エス・ラボラトリーズ設立 代表取締役（2006）

静岡理工科大学 理工学部 准教授（2018～）

 学会  日本建築学会／空気調和・衛生工学会／建築設備技術者協会

 専門  建築環境工学／建築エネルギー利用と快適環境／ZEB・ZEH

 研究  静岡の地域性と建築温熱環境／建築物の環境性能評価／地域周辺環境と建築物の共生

 URL https://researchmap.jp/harunish

建築環境(温熱)研究室

 研究概要  カーボンニュートラル時代の静岡型建築環境
学校施設のZEB化推進
静岡県下で学校施設のZEB化に活用する研究を現場で実施。静岡ならではの環境行動によりエネ

ルギー消費を削減し、持続可能な運営を目指す。

都市環境の脱炭素化
静岡市や浜松市を中心に、都市環境の脱炭素化を目指した研究を展開。交通網の最適化、地域マ

イクログリッド、グリーンインフラの整備など、多角的なアプローチで持続可能な都市計画を推進す

る手法を模索している。

災害廃棄物管理とCO2排出量削減
災害廃棄物のCO2排出量削減に向けたリサイクルやリユースの促進、廃棄物管理システム構築に

取り組む。災害多発地域の静岡県において、環境負荷を低減する実践的な研究を行っている。

環境配慮行動促進と社会実装
静岡県の自然環境を活かし、地域や自治体と連携して環境行動を促す仕組みを社会に実装する研

究を行っている。環境教育プログラムの開発や住民参加型の環境改善活動を通じ、地域全体の環

境意識を高めている。

 連携可能内容  ●学校施設等の公共建築物ZEB化支援
●都市環境の脱炭素化
●省エネ法・建築物省エネ法の適用

理工学部
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 研究概要  中間領域における空間と活動の形式性、関係性の研究～身体から都市空間まで～

多様化する時代性の中、建築そして建築家の果たす役割も多様かつ重要になっていると言える。

拡張化から縮小化へ転換した流れの中、ものづくりの絶対数は減り、サステイナブルな社会の実現は

必須となっている。そのためには新築と改築が同価値で扱われる建築のあり方の研究、温暖化する

地球環境の中での空間のあり方の研究も重要な位置付けにあると考える。また、活動も多様かつ混

在化が進む中、機能や空間の中間領域の分析的研究も重要であると考える。上記を踏まえ、研究

テーマを以下として挙げる。
●住宅における中間領域の研究（行為と空間性両観点より）
●公共建築における中間領域の研究（行為と空間性両観点より）
●身体と空間の関連性の研究（素材と構造の関係性より）
●働く事と住む事が共存し地域のコミュニティを育む建築の研究
●再生（まちの再生、建築の再生＜ハードとソフトの両観点より）について

 連携可能内容  住宅メーカー、工務店、ビルダーなど、商品化住宅、地場注文住宅を生産している企業とともに、中間

的領域を持つ住宅において、人々の生活や行為における機能の混在、発明を調査研究する。調査

研究内容より、次世代の住宅の間取り、空間構成の可能性を見出し、新たな住宅の在り方、商品開

発に繋げるものとする。メーカー（エンジニアリングウッド、仕上げ材、各種素材など）と、新たな建築

空間の可能性を探る。また、素材や構法の開発を通して、建築のみならず、街づくりや町おこしへの

可能性を探る。

准教授

田井 幹夫
TA I  M i k i o  

 学歴  横浜国立大学 工学部 建設学科 建築学コース 卒業（1992）

The Berlage Institute Amsterdam 留学（1992）

横浜国立大学大学院 都市イノベーション学府 博士課程 在籍中（2022）

 学位  学士（工学）（横浜国立大学）

 略歴  内藤廣建築設計事務所（1994）

アーキテクトカフェ主宰（1999）

アーキテクトカフェ・田井幹夫建築設計事務所 代表（2004）

Tunghai University,Taichung,台湾 客員准教授（2012）

静岡理工科大学 理工学部 准教授（2018～）

 学会  日本建築学会／日本建築家協会／東京建築士会

 専門  設計・意匠／空間論（身体から都市計画まで）

 研究  素材・構造と空間の関係性／中間領域論（行為と空間相互の連関）

  

設計・意匠（デザイン）研究室

理工学部
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 研究概要  計測技術を活用した建築環境分野の発展に寄与する研究
IoT計測機器を活用した材料評価技術
日本では建築物の消費エネルギーのうち、30%が冷暖房に使用され

ている。デシカントシステムは省エネ空調として導入が促進されて

いる。除湿を担うデシカントローターについては、様々な吸着材料が

市場投入されている一方で、これら材料の違いが除湿/再生にどの

ような影響を及ぼしているか、連続的に可視化した事例は無い。そこ

で、小型のIoTセンシング技術を活用したローター内部環

境の可視化による吸脱着挙動の解明を目指す。

IoTセンサーを活用した空調自動運転技術の開発
無線温湿度センサー群やCO2センサー群が測定した結果をも

とに快適性や省エネ性を判定し、エアコンをはじめとする空調

機器の発停や設定変更、熱中症などの生活リスク回避を可能

とする自動運転システムの構築を目指す。また、ビルオートメー

ションのため、シンプルな機械学習や自動制御AIによる業務用中小ビルに導入容易なEMSの開発を目指す。

 連携可能内容  中小ビル、戸建て住宅などの温熱環境計測、分析／居室空間を対象とした快適分布の測定／

デシカントシステムの開発・評価／空調最適運転／災害復興支援を目的としたIoT技術構築／

農業分野のエネルギー使用最適化

准教授

鍋島 佑基
N A B E S H I M A  Y u k i

 学歴  豊橋技術科学大学 建築工学課程 卒業（2008）

北海道大学大学院 工学研究院 空間性能システム専攻 博士後期課程 修了（2013）

 学位  博士（工学）（北海道大学）

 略歴  北海道大学 空間性能システム部門 博士研究員（2014）

株式会社テクノフロンティア 主任研究員（2015）

豊橋技術科学大学 建築・都市システム学系 建築環境工学研究室 助教（2016）

静岡理工科大学 理工学部 講師（2019）

静岡理工科大学 理工学部 准教授（2022～）

 学会  空気調和・衛生工学会／日本冷凍空調学会／計測・自動制御学会／日本建築学会

 専門  建築設備工学／建築環境工学

 研究  デシカント換気システムを中心とする省エネ空調システムの研究／ウェルネスを考慮したビル空調

制御システムの研究開発/農業の省エネ化を目指したハイブリッドボイラーの研究開発

 URL https://researchmap.jp/sist-nabeshima

建築環境（設備）研究室

多点式無線温湿度計測機

建築学科棟を対象とした自動制御実証

理工学部
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 研究概要  伝統木造建築に見るベトナム越族文化の南北分断の実相

本研究テーマは近世ベトナムにおける越族文化の南北分断に

ついて、具体的な建築を通じて解明することを目的とする。ベト

ナム越族の建築技術は南北の相違が顕著であり、単なる地域

性に留まらない分断が確認できる一方で、それらを具体的且つ

網羅的に比較分析するための建築資料が決定的に不足して

いる。本計画はその不足を補うため、ベトナム全土で実測調査を

行い、南北越族の建築文化の地域的な拡がりと設計技術・建築

様式の相互関係を比較分析する。ベトナムの伝統的村落の中心

施設「ディン」について、ベトナム全土計12の地域（北部五地域・

中部五省・南部二省）から30棟を目標に実測調査を行う。19世

紀初頭にベトナム全土を統一した阮朝は、なぜ歴代の北部越族

王朝とは異なる、正統的でない建築様式をその王都の様式とし

て選択したのか。阮朝に先行する近世ベトナム越族の南北分断

の実相について、建築文化の側面から焦点を当て、近現代ベトナム史に底流する問題の核心に迫る。

 連携可能内容  古建築の実測調査・学術的評価／失われつつある建築文化の記録・後世に継承する文化支援活動／

伝統木造大工技術・大工道具等の学術的調査／日越文化交流事業に関する建築的側面からの

支援

准教授 

林 英昭
H AYA S H I  H i d e a k i

 学歴  早稲田大学 理工学部 建築学科 卒業（2001）

早稲田大学大学院 理工学研究科 建築学専攻 後期博士課程 満期退学（2006）

 学位  博士（工学）（早稲田大学）

 略歴  早稲田大学 理工学術院 専任助手（2005）

早稲田大学 理工学術院 理工学研究所 客員講師（2008）

ものつくり大学 技能工芸学部 専任講師（2010）

ものつくり大学 技能工芸学部 准教授（2018）

静岡理工科大学 理工学部 准教授（2023～）

 学会  日本建築学会／建築史学会／都市史学会

 専門  建築史／伝統木造建築／東洋建築史

 研究  伝統木造建築の設計技術／ベトナムの伝統木造建築／アジアの少数民族の建築文化

 URL https://researchmap.jp/hayashi_histarch

建築史研究室

理工学部
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講師 

E RIDENGAOQIER
エ ルドン オチル

 学歴  中国内モンゴル工業大学土木学院土木工程専攻 卒業（2014）

三重大学大学院工学研究科建築学専攻 博士前期課程 修了（2016）

三重大学大学院工学研究科システム工学専攻 博士後期課程 修了（2019）

 学位  博士（工学）（三重大学）

 略歴  東京理科大学　工学部　嘱託助教（2020～2025）

静岡理工科大学 理工学部 講師（2025～）

 学会  日本建築学会／日本コンクリート工学会／日本土木学会／Asian Concrete Federation

 専門  建築材料／非破壊検査

 研究  ポーラスコンクリート／セルロースナノファイバを用いたコンクリート／カーボンニュートラルコンク

リート／AIによる品質評価／建築材料の非破壊検査

 URL https://researchmap.jp/ERIDENGAOQIER

建築材料・生産研究室

 研究概要  建築材料の革新と建築構造物の持続可能な維持管理に関する研究を行っている。建築物の耐久

性向上、環境負荷の低減、そして AI 技術を活用した建築構造物の品質評価を主なテーマとし、より

強く、長持ちし、環境にやさしい建築技術の開発を目指している。以下に代表的研究テーマを示す。

【主な研究テーマ】

１）各種収縮低減材料／各種石灰石骨材を用いたコンクリートの乾燥収縮低減

２）コンクリートの乾燥収縮挙動に影響を及ぼす骨材の諸物性評価

３）セルロースナノファイバを活用したコンクリートの性能向上

４）AI・非破壊検査を用いた建築構造物の品質評価・寿命予測

５）カーボンニュートラルコンクリートに関する研究

６）ポーラスコンクリートに関する研究

 連携可能内容  ポーラスコンクリート（透水性コンクリート）に関する研究

建築構造物の品質評価

カーボンニュートラルコンクリートの開発

建築材料の非破壊検査
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